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12 月 23 日、ＪＲ西労組議員団会議は政策勉強会を開催し、ＪＲ連合地方議員団会議の

代表幹事も務める同議員団会議議長の中田利幸米子市議を含む 12 人の府県市町議会議

員とともに、上村良成中央執行委員長をはじめＪＲ西労組中央本部役員らが参加した。 

 

冒頭、主催者を代表してあいさつに立った上村委員長は「今年の地方統一選挙で当選を

果たしていただいたことに感謝申し上

げる。さらに連携を深め、諸課題解決

に努めなければならない」としつつ、

組合員に対するアンケート結果に触れ

「まだまだ投票行動が徹底できていな

い。各地域において、さまざまな機会

をとらえて交流を図りながら、政治へ

の参画意識も高めていく必要がある」

と課題認識を示した。 

 

政策課題として、ＪＲ連合の中村鉄平交通政策部長から「『チーム地域共創』をつくる

９提言」について説明を行った。とりわけ、交通政策基本法の基本理念にあるように「交

通事業者だけでなく、地方自治体や利用者などすべての関係者が思いを共有しながら取

り組みを進めていくことが重要である」と、先進事例なども紹介しながら、理解と協力

を求めた。最後には、交通運輸産業にかかる財源が課題であることに関連して、「クロス

セクターベネフィットという考え方があり、単に交通といったものにとどまらない効果

を踏まえながら、判断していくことも必要ではないか」と訴えた。 

 組織課題については、ＪＲ西労組の白壁靖子副執行委員長から説明し、ＪＲ労働界の

現状と課題について認識を共有した。 

 

その後、各議員からは各地域におけるＪＲに関係する諸課題が述べられ、現状と課題、

今後の取り組みなどについて意見交換した。 


